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日本の共同体のフォークロア

　この講義では、日本の社会の多様性を前提として、日本の基層社会の構造を明らかにしていくことを目的としま
す。日本社会は均質ではありません。日本社会の地域性についてはいろいろなことが言われていますが、そのよう
な社会の多様性を前提として、そのムラの社会組織あるいは祭りの問題などを中心に講義をすすめていきます。
　伝統社会の多くの社会組織は多かれ少なかれその生業（何をなりわいにして生きているか）に規定されており、
その社会=共同体に依存しなければ生活ができないような社会的枠組みができていました。現代では、共同体は生
産機能を解除しながら、新しい役割を担うようになってきました。住民運動などの母胎となったり、祭りなどを担
う伝統文化を維持する組織として伝承されています。この講義では、このような伝統的集団の文化的変容をも含め
て、共同体の現代的意義についても考えていきます。

１　日本文化の基層構造
２　同族制と年齢階梯制
３　茨城の民俗の特徴(1)
４　茨城の民俗の特徴(2)
５　ムラの社会構造　地域性
６　ムラ(村落共同体）のあり方　
７　ムラの祭り
８　春祭り
９　夏祭り

10　収穫祭(秋祭り)
11　四季（暦）
12　年中行事
13　正月行事
14　盆行事
15　まとめ
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